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 平成 28 年 9 月〜10 月の１ヶ月間アンケートを実施した。 
 
（2）対象 






習に対する意識の 3 分類から成る。各質問項目の内容は下記の通りである。 
①学生が目指す職種に関する意識（問１～5） 
 ・取得を目指す資格・免許・職種について（4 項目から複数回答，その他自由記述を含む） 
 ・希望職種に対するピアノ実技の必要性に関する認識（4 件法） 
 ・ピアノ技術を必要と考えた理由（5 項目から複数回答，その他自由記述を含む） 




 ・大学入学前のピアノ経験の有無（2 択） 
 ・ピアノの学習環境（3 項目から選択，その他自由記述を含む） 
 ・ピアノレッスンの頻度（4 項目から選択，その他自由記述を含む） 
 ・ピアノを習っていた理由（5 項目から複数回答，その他自由記述を含む） 
②-２入学後について 
 ・ピアノの自主学習の程度（5 件法） 
 ・ピアノの自主学習の頻度（7 項目より選択，その他自由記述含む） 
 ・練習時間について（6 項目より選択，その他自由記述を含む） 
 ・練習への満足度について（5 件法） 
 ・主観的な到達度について（5 件法） 
 ・熱心に練習するようになったか否か（3 項目より選択） 
③ピアノ練習に対する意識（問 14～19） 
 ・熱心に練習するようになった理由（19 項目より 5 つを選択，その他自由記述を含む） 
 ・熱心に練習しなかった理由（15 項目より 5 つを選択，その他自由記述を含む） 
 ・どのようにすれば，今よりピアノの練習が充実すると思うか（自由記述） 
 ・ピアノが上達したと感じるのはどのような時か（9 項目より 4 つを選択，その他自由記述を含む） 
 ・「ピアノが上手」とはどのような状態か（自由記述） 











 応用音楽学科の入試案内には，“J. S. Bach，F. J. Haydn，W. A. Mozart，L. v. Beethoven，F. Schubert，






 ピアノ実技ⅠA，ⅠB（１年次 前・後期開講，必修科目） 
 ピアノ実技ⅡA，ⅡB（２年次 前・後期開講，必修科目） 
 ピアノ実技ⅢA，ⅢB（３年次 前・後期開講，選択科目） 
 ピアノ実技ⅣA，ⅣB（４年次 前・後期開講，選択科目） 

















































































































































全学年 8 12 34 13 47 
 
図８ ピアノを習っていた理由（人数） 
図９ 練習の程度     図 10 練習の頻度     図 11 練習時間     図 12 練習量への満足度 















⑦問 13〜16 熱心にピアノを練習するようになった（ならなかった）と，その理由（図 14～16） 































図 13 ピアノ実技の到達度 （％） 













































図 15 熱心に練習する理由（教職志望者とその他）  



























くなっていた 26 件/59 件）。このことは，各学年の科目目的並びに到達目標として掲げている「音楽
的表現力」「音楽性を養う」「情感豊かな演奏」などにも合致しているものである。 
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